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一方向的な学び 体を動かす学び

①異種用途の掛け合わせ

③1階の機能と2階以上の機
能とが関連するように計画

④2階以上は民間に委託し、その収
益で1階の運営費や維持費を賄う

②既存施設との一体利用

市民同士の互学によって個人が社会参画を実感
できる新しい都市モデルを提案する

建築計画

建築計画

建築計画

運営

政治 市民 政治

投票

社会＝学びの集積

互学　－社会参画によって作られていく新しい都市モデルの提案－

提案背景 全体の共通ルール
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観光案内所

都市モデルイメージ 三島との繋がり

政治
距離

　これまでの日本では民主主義というと集計民主主義、つまり個人の意
見や意向を多数決で政治決定する考え方が主流であり、都市もそれに合
わせて形成されてきた。市民が政治に参画する機会はほとんど投票の場
のみとなり、自分が社会の一員であり、都市をつくっていると実感する人
は少なくなってしまっているのではないだろうか。

　本課題では三島市の市庁舎集約移転をきっかけに、三島が市民同士
の「学び」の集積によって社会がつくられる都市モデルの先駆けとなる
ことを計画する。現状の三島にある、いわゆる学習の場・学びを享受す
る場としての文化施設や、豊富な環境・観光資源、商店街、そして三島に
暮らす市民や訪れる観光客、というポテンシャルを生かすことが重要で
ある。

　三島には目的を持って訪れた人のみが学びを享受することができる
ようなゆうゆうホールや市立図書館、生涯学習センターなど「一方的な
学び」の場は多く存在する。その既存の施設に加え、「互学」や「体を動か
す学び」などを含む、広義の学びの獲得が誘発される施設を5つの跡地
に計画する。そこは市民自身が社会をつくっている一員であると自覚で
きる都市を実現する最初の拠点となる。このシステムや思想が市民に浸
透することで、5つの拠点から街中に広義の学びが自発的に広がり、個
人が社会参画を実感できる新しい都市モデルが確立されることを目標
とする。
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1) 公園機能を有する施設
・2000㎡以上
・500㎡以上の緑被面積
・テニス、ダンス、ボルタリング、
スケートボードなどができる施設も
計画

3) サテライトキャンパスの機能を有する施設
・大学生のみが使用することを想定
・研究室が6室来ることを想定
・実験室、講義室、資料室、自習室、ゼミ
室、事務室、作業工作室などを計画

4) 学生及び地域住民がと
もに使用することができる
施設
・原則、低層階に整備
【整備例】
・各種イベントを企画・
実施する拠点
・身体を動かすことがで
きる施設
・学びを発表することが
できる多目的スペース
・地域の食材を使用した
食堂

5) 収益施設
・一般的な物販サービス、
飲食店、事務所など
※ただし、共同住宅は不可

必須機能

必須機能

必須機能 7) 互学を誘発することが期待されるイベントや企画等の実施
【実施例】
・お祭りができるような広場の設計とイベントの企画
・三島のアーテイストが作品を展示できるような空間と企画の計画
・周辺の観光施設や文化施設を紹介することができる企画

2) 既存の稲荷や像などを保存する施設

・三島の歴史を伝える大切な役割をし
っかりと残せるように考慮して計画

期待機能

6) 体育館などのスポーツ施設
・身体を動かすことによって起きる学
びを誘発できるように計画
・学生と地域住民が使えるように計画

期待機能期待機能

期待機能
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運動施設

公園 農家さん
源兵衛川

市街地

源兵衛川を対象に
調査と維持管理！

公園内にある農地で
地元の人と一緒に三
島野菜を栽培・販売！

学生と市民の方が一体となって
街をさらに盛り上げる！

　誘致する農学部のサテライト大学を中心とした計
画であり、従来のキャンパスのような「施設」の枠組み
を超え、人や情報の「知の交流の場」となることで、街
に開かれたアクティビティを刺激する存在となること
を目指しています。市役所が移転したことによって減
少した昼間人口の補完や若者人口を増やすことによ
る雇用創出、商店街利用者の増大による地域活性化
などの課題も同時に解決できるように計画をします。

至三島大社

　築年数が経過している建築物であるので、安全性
と利便性を考慮して全面建て替えとして計画します。
　本計画では貸付面積を4310㎡、月額平均賃料を4
千円/㎡、入居率を90％、賃料上昇率を2％、経費率
を10％、解体工事費単価を25千円/㎡、建替え後延べ
床面積を6000㎡、建替え時建築工事費単価を424千
円/㎡、経費率を10％、減価償却本体比率を10％、自
己資金を投資総額の1/5、借入金返済年数を20年、
借入金金利を2.5％、実効税率を30％と想定し、借入
金残高が剰余金累計額を下回るのは18年後となり、
一般的な事業収支より改修年が遅くなっています。

(年）計画範囲
借入金残高 剰余金累計額

賑やかな公園の中にサテライトキャンパスが入る 豊かなオープンスペースで互学が生まれる

互学の中心地！　

サテライト大学
（農学部）

サテライトキャンパス×公園
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・駐車場、駐輪場を30台ずつ計画

2) 郵便局
・原則1Fに計画
・駐車場を1台設置
・道に面するように計画

1) 子ども食堂
・20席程度の食堂を計画
・遊び場や郵便局と繋がった空間とする

必須機能

期待機能

期待機能

本計画の全体像

要求機能とダイアグラム

中央町別館跡地 子供と賑わう!

郵便局 住戸

大学商店街

ムの一部として
子ども食堂に
携わる！

郵便局を訪れた
人と子供が交流！

商店街の店舗が商品を提供
することで宣伝に！

4) 子供が遊べる施設
・100㎡程度の屋外を含む
・遊具や自習室など幅広い子供の
居場所となる
・子供以外の人との互学が生まれ
る計画とする

計画範囲 計画範囲

１階が子ども食堂と郵便局で賑わう

要求機能とダイアグラム

大社町別館跡地 サテライト図書館×
宿泊施設×食堂情報の発信地！

サテライト
図書館

宿泊施設

市街地

農家/学生

市立図書館

大学

おすすめの本を
知れる！

農学について専門
的に学べる！

三島野菜の生産か
ら料理まで知れる!

宿泊拠点近くのお店
での売上に繋がる！

1) 学生及び地域住民がともに使用
することができる施設
・地域の食材を使用した食堂
・既存の市立図書館にはない機能

必須機能

4) 収益施設
・一般的な物販サービス
飲食店、事務所など

5) 既存の施設を保存する施設

・改築による計画。既存の施設に
最小限の操作を加えることで、新
たな価値を付加します。
・三島の歴史を伝えれるように考
慮して計画します。
・周辺の建物との関係にも十分配
慮して計画します。

2) サテライト図書館の機能を有する施設

・既存の市立図書館に無い機能を持ち、
相互に補います。
・本を通して、タイムリーな情報、興味を
持たれている話題分野を知ることができ
ます。

3) 互学を誘発することが期待される
　 イベントや企画等の実施
・三島の野菜を用いた料理の試食会/物
販を行います。
・読み聞かせや古本市場等、本を媒体に
地域住民と観光客が交流を持てるような
企画を行います。
・学生はアルバイトをすることで宿泊費の
軽減や食費の軽減といった還元を受けれ
るように計画します。学生と店舗のコラボ
による新たな文化創出を期待します。

期待機能

期待機能

郵便局×住戸×
子ども食堂

本計画の全体像

子ども食堂・遊び場

大学のカリキュラ

　現在の郵便局の機能を残し、そこ
に普段郵便局に訪れる機会の少な
い子供の居場所（子ども食堂・遊び
場）を併設させることで、年代の枠組
みを超えた交流が生まれることを目
指しています。郵便局へ来た人と食
堂や遊び場に来た子供とが、自然と
出会い一緒に過ごしてしまうような
空間を計画します。
　また子ども食堂が大学や商店街と
関わりを持ったり、遊び場を使ってイ
ベントが開催されたりと、三島全体の
交流や活性化に繋がる拠点となるよ
う計画します。

食堂

5) 互学を生むプログラム
・大学のカリキュラムとして子供食堂
や遊び場を使用したワークショップ
・商店街の店舗による子ども食堂での
食材の提供や販売

必須機能3) 住宅機能

・2,3,4人暮らし用の部屋を40戸程度
計画する

・2〜5階までを計画

必須機能

必須機能必須機能

必須機能

大社町別館跡地には、誰でも利用可能な食堂、
誘致した大学の学生やその家族、観光客のた
めの宿泊施設、既存の図書館が持たない機能
を持つサテライト図書館を計画します。
　三島で生産した野菜を料理そ提供する食堂
では、誘致した大学の学生の声を聞いたり、実
際に食すことで農学や食への学びが生まれる
ように計画します。
　専門的な知識や体験、三島に住まう人 と々観
光客の交流などを通して、一見関係が無いよう
な類の人々がこの施設を通して相互的に学び
を深めることができるように配慮した上で計画
します。
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社会福祉会館跡地 多年代が集う!

要求機能とダイアグラム

5) 園児が遊べる園庭
・200㎡以上
・長短比2:1以上の使いやすい形、大
きさになるように計画

4) 園児と高齢者及び地域住民がとも
に使用することができる施設
・園児や高齢者、地域住民が交流で
きるような空間

2) 認定こども園の機能を有する施設
・0歳から5歳までの40人を預かれるよう計画

・各年齢ごとに建具や壁で仕切られた空間

必須機能

1) サービス付き高齢者住宅の機能を有する
施設
・自力で体を動かすことのできる高齢者12
人の入居を想定
・部屋はベットや洗面など最低限にし、部
屋の外が生活のベースとなるように計画
・食堂、調理室、多目的室、浴室などを計画

必須機能

3) スタジオの機能を有する施設
・50㎡ほどのスタジオを二つ計画

・園児や高齢者も使える一方

ガやお花教室で使

、市民がヨ

うことを想定

必須機能

必須機能

期待機能

認定こども園

サービス付き高齢者向け住宅

気軽に使える小さな
スタジオを設け
相互利用を促す 高齢者と幼児、

市民が交流!

異年による
学び会い

園児と高齢者が遊ぶ園庭

スタジオ

　福祉会館跡には、認定こども園とサー
ビス付き高齢者向け住宅、スタジオを計
画します。
　幼児や高齢者のような年齢の異なる、
普段交わらない人々を掛け合わせること
で、双方の学びを生み出すことを目指し
ます。また、少人数でも利用しやすいス
タジオを併設し、スタジオとしての機能
を有するだけでなく、既存文化施設の公
演情報に関する発信を見て、興味のある
公演を見つけ易くすることによって、既
存施設との相互利用の推進を図ります。計画範囲

計画範囲

期待機能

2) ギャラリー兼駐車場
・現状の駐車場機能を維持する
・150台以上の車が駐車できるように計画する
・エレベーターを設け、利便性を向上させる

4) 有事に対応した機能
・有事の際には防災拠点のひと
つとしての役割も期待されるた
め、施設利用者のほか、近隣住
民等の一時避難の受け入れ、BCP
（業務継続）の観点から積極的
に「備蓄倉庫」やその他必要と
思われる室を適宜設ける

必須機能3) 駐輪場
・ウォーカブルな街にするために計画
する
・駐輪スペースを20台分以上及びレン
タサイクルを誘致できるスペースを設
ける

必須機能

1) 観光案内所の機能を有する施設
・主に観光客向けの施設であり、駅とはま
た別の魅力をもった施設として計画
・アクセシビリティを高めるために一階に
配置する
・休憩も可能となるようにラウンジを設け
居心地の良い空間にする

必須機能

観光地

駐車場　  ギャラリー

駐輪場とギャラリーの組み合わせを見る

観光客郊外 　現状の駐車場機能に加え、1階を観光案
内所として、2階以上をギャラリーを兼ね
た駐車スペースとして計画します。
　主な収入源の一つともなっている駐車場
は、市役所が移転することにより大幅な利
用者減が見込まれるため、「新幹線が止ま
る街三島」において車で来る観光客をター
ゲットとし、個別交通の玄関となるように
計画をします。
　2階以上のギャラリーは市民によってコ
ンテンツがつくられ、観光客にとっては地
元の人がおすすめするスポットが知れる場
所であり、市民にとっては三島の良さを再
発見できる場所になります。

郊外の人が街中へ気軽に
アクセスでき、三島の良さを
他の人に作品として共有する

個別交通の入り口として
三島の魅力を多角的に知
ることができる

市営駐車場 三島の良さの再発見!高齢者住宅×
スタジオ×こども園 � 駐車場×

ギャラリー

本計画の全体像 本計画の全体像

要求機能とダイアグラム

市街地

ゆうゆうホール

を設ける。
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